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操作方法・表示内容

30

回転数制御
回避状態

mモニタモード

みかけ回転数回避状態が ON/OFF 表示される。

s冷媒高圧回避中の場合

みかけ回転数回避状態
on：回避中

oF：回避なし

sエンジン水温回避なしの場合

※ 表示されるみかけ回転数回避状態の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッ

チをON する毎に「冷媒高圧回避」 →「冷媒低圧回避」 → ・・・ →「エンジン水温回避」 →

「冷媒高圧回避」 → ・・・のように切換わる。

※ みかけ回転数回避状態対応表

名避回.oN避回

みかけ回転数回避 1 冷媒高圧回避

みかけ回転数回避 2 冷媒低圧回避

みかけ回転数回避 3 　 圧縮機吐出温度回避

－4避回数転回けかみ

みかけ回転数回避 5 冷媒高圧緊急回避

－6避回数転回けかみ

－7避回数転回けかみ

みかけ回転数回避 8 エンジン水温回避

31

電動弁制御
回避状態

mモニタモード

電動弁回避状態が ON/OFF 表示される。

sサブ熱交液流量調整弁凍結防止回避中の場合

電動弁回避状態
on：回避中

oF：回避なし

s室外ユニット熱交液流量調整弁吸入温度回避なしの場合

※ 電動弁回避状態対応表

名避回.oN避回

避回止防結凍弁整調量流液交熱ブサ1避回弁動電

電動弁回避 2　　　　　　　　室外ユニット熱交液流量調整弁吸入温度回避

－3避回弁動電

－4避回弁動電

コード No.
および機能

※ 表示される電動弁回避状態の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッチを ON

する毎に「サブ熱交液流量調整弁凍結防止回避」 → 「室外ユニット熱交液流量調整弁吸入温度

回避」 → 「－」 → 「－」 → 「サブ熱交液流量調整弁凍結防止回避」 →・・・のように切換わる。
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32

保護運転
状態

モニタモード

保護運転状態が ON/OFF 表示される。

圧縮機保護制御中の場合

保護運転状態
on：保護運転中

oF：保護運転なし

除霜運転なしの場合

※ 表示される保護運転状態の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッチを ON

する毎に「圧縮機保護制御」  → 「－」 → ・・・ → 「－」 → 「除霜運転」 → 「圧縮機

保護制御」 → ・・・のように切換わる。

※ 保護運転状態対応表

名転運護保.oN転運護保

保護運転 1　　　　　　　　　　圧縮機保護制御

－2転運護保

－3転運護保

－4転運護保

－5転運護保

－6転運護保

－7転運護保

転運霜除8転運護保

33

室外ユニット
入力状態

モニタモード

室外ユニット入力状態が ON/OFF 表示される。

ガス電磁弁出力モニタ ON の場合

室外ユニット入力状態
on：入力 ON

oF：入力 OFF

高圧スイッチ 1 入力 OFF の場合

※ 室外ユニット入力状態対応表

室外ユニット入力名.oN力入

チッイス圧油ンジンエ

　　　　　　　　　　　　　　高圧スイッチ 3（リニューアル対応機のみ）

　　　　　　　　　　　　　　オイルレベルスイッチ

タニモ力出2・1弁磁電スガ

1・2（圧縮機）チッイス圧高

操作方法・表示内容
コード No.
および機能

室外ユニット入力 1

室外ユニット入力 2

室外ユニット入力 3

室外ユニット入力 4

室外ユニット入力 5

※ 表示される室外ユニット入力状態の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッ

    チを ON する毎に「エンジン油圧スイッチ」 → ・・・ → 「オイルレベルスイッチ 」 

    → 「エンジン油圧スイッチ」 → ・・・のように切換わる。

操作方法・表示内容

30

回転数制御
回避状態

mモニタモード

みかけ回転数回避状態が ON/OFF 表示される。

s冷媒高圧回避中の場合

みかけ回転数回避状態
on：回避中

oF：回避なし

sエンジン水温回避なしの場合

※ 表示されるみかけ回転数回避状態の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッ

チをON する毎に「冷媒高圧回避」 →「冷媒低圧回避」 → ・・・ →「エンジン水温回避」 →

「冷媒高圧回避」 → ・・・のように切換わる。

※ みかけ回転数回避状態対応表

名避回.oN避回

みかけ回転数回避 1 冷媒高圧回避

みかけ回転数回避 2 冷媒低圧回避

みかけ回転数回避 3 　 圧縮機吐出温度回避

－4避回数転回けかみ

みかけ回転数回避 5 冷媒高圧緊急回避

－6避回数転回けかみ

－7避回数転回けかみ

みかけ回転数回避 8 エンジン水温回避

31

電動弁制御
回避状態

mモニタモード

電動弁回避状態が ON/OFF 表示される。

sサブ熱交液流量調整弁凍結防止回避中の場合

電動弁回避状態
on：回避中

oF：回避なし

s室外ユニット熱交液流量調整弁吸入温度回避なしの場合

※ 電動弁回避状態対応表

名避回.oN避回

避回止防結凍弁整調量流液交熱ブサ1避回弁動電

電動弁回避 2　　　　　　　　室外ユニット熱交液流量調整弁吸入温度回避

－3避回弁動電

－4避回弁動電

コード No.
および機能

※ 表示される電動弁回避状態の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッチを ON

する毎に「サブ熱交液流量調整弁凍結防止回避」 → 「室外ユニット熱交液流量調整弁吸入温度

回避」 → 「－」 → 「－」 → 「サブ熱交液流量調整弁凍結防止回避」 →・・・のように切換わる。
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操作方法・表示内容

40

冷媒
高圧圧力 1

モニタモード

高圧センサ 1 の値が表示される。

冷媒高圧圧力 1 が 1.96 MPa の場合

41

冷媒
低圧圧力

モニタモード

低圧センサの値が表示される。

冷媒低圧圧力が 0.32 MPa の場合

42

43

44

45

46

47

49

4A

4b

4c

4d

50

51

モニタモード

選択された温度が表示される。（下記のコード No. 対応表参照）

圧縮機吸入温度 1 が 12 ℃の場合

エンジンルーム温度が -5 ℃の場合

※ コード NO. 対応表（コード No. 一覧表より抜粋）

名ターデ度温.oNドーコ

）℃（度温当相1圧高媒冷24

）℃（度温当相圧低媒冷34

）℃（度温入吸圧縮機44

）℃（度温口出ターレムュキア54

）℃（度温出吐1圧縮機64

）（P3553 形のみ）℃（度温出吐2圧縮機74

）℃（度温スガ交熱ユニット外室94

）℃（度温液交熱ユニット外室A4

）℃（度温口出交熱ブサc4

）℃（度温気外d4

）℃（度温ムールンジンエ05

）℃（度温水却冷ンジンエ15

）℃（度温液管ユニット外室b4

コード No.
および機能
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48

冷媒
高圧圧力 2

（リニューア
ル対応機
のみ）

mモニタモード

高圧センサ 2 の値が表示される。

s冷媒高圧圧力 2 が 2.53 MPa の場合

53

エンジン
排気温度

（臭気低減
仕様のみ）

mモニタモード

エンジン排気温度が表示される。

sエンジン排気温度が 579 ℃の場合

54

スタータ
電圧

mモニタモード

スタータ電圧が表示される。

sスタータ電圧が 8.7 V の場合

55

イグナイタ
電圧

mモニタモード

イグナイタ電圧が表示される。

sイグナイタ電圧が 13.1 V の場合

56

スタータ
トランス

電圧

mモニタモード

スタータトランスの電圧が表示される。

sスタータトランス電圧が 10.7 V の場合

操作方法・表示内容
コード No.
および機能

操作方法・表示内容

40

冷媒
高圧圧力 1

モニタモード

高圧センサ 1 の値が表示される。

冷媒高圧圧力 1 が 1.96 MPa の場合

41

冷媒
低圧圧力

モニタモード

低圧センサの値が表示される。

冷媒低圧圧力が 0.32 MPa の場合

42

43

44

45

46

47

49

4A

4b

4c

4d

50

51

モニタモード

選択された温度が表示される。（下記のコード No. 対応表参照）

圧縮機吸入温度 1 が 12 ℃の場合

エンジンルーム温度が -5 ℃の場合

※ コード NO. 対応表（コード No. 一覧表より抜粋）

名ターデ度温.oNドーコ

）℃（度温当相1圧高媒冷24

）℃（度温当相圧低媒冷34

）℃（度温入吸圧縮機44

）℃（度温口出ターレムュキア54

）℃（度温出吐1圧縮機64

）（P3553 形のみ）℃（度温出吐2圧縮機74

）℃（度温スガ交熱ユニット外室94

）℃（度温液交熱ユニット外室A4

）℃（度温口出交熱ブサc4

）℃（度温気外d4

）℃（度温ムールンジンエ05

）℃（度温水却冷ンジンエ15

）℃（度温液管ユニット外室b4

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

60

エンジン
運転時間

61

前回定期
点検時間

62

圧縮機 1
運転時間

63

圧縮機 2
運転時間

（P3553形
のみ）

モニタモード

圧縮機 1 運転時間が 17,824 時間の場合

交互表示

→
←

チェックモード

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

（例）エンジン運転時間設定方法

コマンド選択

2,345 時間　⇒　14,970 時間に変更する場合

10 時間未満は切捨てて表示

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

10,000 時間の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

1,000 時間の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

100 時間の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

コード No.
および機能

エンジン運転時間（コード No.60）・前回定期点検時間（コード No.61）・圧縮機 1 運転時間

（コード No.62）・圧縮機 2 運転時間（コード No.63）が 1 時間単位で表示される。

エンジン運転時間（コード No.60）・前回定期点検時間（コード No.61）・圧縮機 1 運転時間

（コード No.62）・圧縮機 2 運転時間（コード No.63）の強制設定を 10 時間単位で行う。

（50,000 時間まで設定可能）
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（続き）

60

エンジン
運転時間

61

前回定期
点検時間

62

圧縮機 1
運転時間

63

圧縮機 2
運転時間

（P3553形
のみ）

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

10 時間の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（全桁点滅へ移行）

↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　エンジン運転時間設定　完了

強制設定が完了する。

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映 エンジン運転時間設定　反映完了

操作方法・表示内容

・

コード No.
および機能

操作方法・表示内容

60

エンジン
運転時間

61

前回定期
点検時間

62

圧縮機 1
運転時間

63

圧縮機 2
運転時間

（P3553形
のみ）

モニタモード

圧縮機 1 運転時間が 17,824 時間の場合

交互表示

→
←

チェックモード

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

（例）エンジン運転時間設定方法

コマンド選択

2,345 時間　⇒　14,970 時間に変更する場合

10 時間未満は切捨てて表示

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

10,000 時間の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

1,000 時間の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

100 時間の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

コード No.
および機能

エンジン運転時間（コード No.60）・前回定期点検時間（コード No.61）・圧縮機 1 運転時間

（コード No.62）・圧縮機 2 運転時間（コード No.63）が 1 時間単位で表示される。

エンジン運転時間（コード No.60）・前回定期点検時間（コード No.61）・圧縮機 1 運転時間

（コード No.62）・圧縮機 2 運転時間（コード No.63）の強制設定を 10 時間単位で行う。

（50,000 時間まで設定可能）
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操作方法・表示内容

68

スタータ
発停回数

69

エンジン
発停回数

6A

圧縮機 1
発停回数

6b

圧縮機 2
発停回数

（P3553形
のみ）

モニタモード

スタータ発停回数が 254,019 回の場合

交互表示

→
←

チェックモード

（例）

コマンド選択

123,456 回　⇒　50,000 回に変更する場合

100 回未満は切捨てて表示

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

100,000 回の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

10,000 回の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

1,000 回の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

コード No.
および機能

スタータ発停回数（コード No.68）・エンジン発停回数（コード No.69）・圧縮機 1 発停回数

（コード No.6A）・圧縮機 2 発停回数（コード No.6b）が 1 回単位で表示される。

スタータ発停回数（コード No.68）・エンジン発停回数（コード No.69）・圧縮機 1 発停回数

（コード No.6A）・圧縮機 2 発停回数（コード No.6b）の強制設定を 100 回単位で行う。

（300,000 回まで設定可能）

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

圧縮機1発停回数設定方法
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（続き）

68

69

6A

6b
（P3553形

のみ）

100 回の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（全桁点滅へ移行）

↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　

強制設定が完了する。

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映

70

シリアル
コード

モニタモード

シリアルコードの上位 4 桁と下位 4 桁が交互に表示される。

シリアルコードが A105CF82 の場合

交互表示

→
←

71

機種コード

モニタモード

機種コードが LED2・1 に表示される。

E4 の場合

操作方法・表示内容

・

コード No.
および機能

圧縮機1発停回数設定　 完了

圧縮機1発停回数設定　 反映完了

操作方法・表示内容

68

スタータ
発停回数

69

エンジン
発停回数

6A

圧縮機 1
発停回数

6b

圧縮機 2
発停回数

（P3553形
のみ）

モニタモード

スタータ発停回数が 254,019 回の場合

交互表示

→
←

チェックモード

（例）

コマンド選択

123,456 回　⇒　50,000 回に変更する場合

100 回未満は切捨てて表示

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

100,000 回の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

10,000 回の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

1,000 回の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

コード No.
および機能

スタータ発停回数（コード No.68）・エンジン発停回数（コード No.69）・圧縮機 1 発停回数

（コード No.6A）・圧縮機 2 発停回数（コード No.6b）が 1 回単位で表示される。

スタータ発停回数（コード No.68）・エンジン発停回数（コード No.69）・圧縮機 1 発停回数

（コード No.6A）・圧縮機 2 発停回数（コード No.6b）の強制設定を 100 回単位で行う。

（300,000 回まで設定可能）

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

圧縮機1発停回数設定方法
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操作方法・表示内容

72

OEM
コード

モニタモード

OEM コードが LED1 に表示される。

MHI ブランド /MHI 室内ユニットの場合

※OEM コード対応表

OEM コード 対応ブランド / 室内ユニット

A-J アイシンブランド /MHI 室内ユニット

ユニット内室IHM/ドンラブIHMJ-J

73

機種種別

モニタモード

機種種別が LED1 に表示される。

三菱重工業室内ユニット対応　マルチの場合

※ 機種種別対応表

機種種別コード（上位） 対応室内ユニットメーカー 機種種別コード（下位） 機種種別

H 三菱重工業 A シングル（設定無し）

b S マルチ（設定無し）

c マルチ

74

室外ユニッ
ト母形、
室外ユニッ
ト容量

モニタモード

室外ユニット母形、室外ユニット容量が表示される。

室外ユニット母形：28 kW　室外ユニット容量：28.0 kW の場合

室外ユニット母形
56 kW 母形：上段に「－」

28 kW 母形：下段に「－」

室外ユニット容量
0.1 kW 単位で表示

室外ユニット母形 室外ユニット容量

コード No.
および機能
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75

機種付加
機能

モニタモード

機種付加機能の有無が ON/OFF 表示される。

寒冷地仕様ありの場合

機種付加機能有無
on：付加機能あり

oF：付加機能なし

ハイパワーなしの場合

※ 表示される付加機能の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッチを ON する

毎に「寒冷地仕様」→「－」→・・・→「ハイパワー機」→「－」→・・・→「寒冷地

仕様」→・・・のように切換わる。

※ 機種付加機能対応表

付加機能 No. 付加機能内容

1 寒冷地仕様

－2

－3

54 6 kW 母形

5 ハイパワー機

－6

－7

－8

76

ガス種

モニタモード

ガス種が表示される。

13A の場合

い号プロパンの場合

※ ガス種対応表

7 セグ表示 ガス種

12A 12A

13A 13A

iPro い号プロパン

コード No.
および機能

操作方法・表示内容操作方法・表示内容

72

OEM
コード

モニタモード

OEM コードが LED1 に表示される。

MHI ブランド /MHI 室内ユニットの場合

※OEM コード対応表

OEM コード 対応ブランド / 室内ユニット

A-J アイシンブランド /MHI 室内ユニット

ユニット内室IHM/ドンラブIHMJ-J

73

機種種別

モニタモード

機種種別が LED1 に表示される。

三菱重工業室内ユニット対応　マルチの場合

※ 機種種別対応表

機種種別コード（上位） 対応室内ユニットメーカー 機種種別コード（下位） 機種種別

H 三菱重工業 A シングル（設定無し）

b S マルチ（設定無し）

c マルチ

74

室外ユニッ
ト母形、
室外ユニッ
ト容量

モニタモード

室外ユニット母形、室外ユニット容量が表示される。

室外ユニット母形：28 kW　室外ユニット容量：28.0 kW の場合

室外ユニット母形
56 kW 母形：上段に「－」

28 kW 母形：下段に「－」

室外ユニット容量
0.1 kW 単位で表示

室外ユニット母形 室外ユニット容量

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

78

メイン
マイコン

プログラム
バージョン

mモニタモード

メインマイコンプログラムバージョンが表示される。

sメインマイコンプログラムバージョンが 15 の場合

79

エンジン
マイコン

プログラム
バージョン

mモニタモード

エンジンマイコンプログラムバージョンが表示される。

sエンジンマイコンプログラムバージョンが 1 の場合

7A

IF マイコン
プログラム
バージョン

mモニタモード

IF マイコンプログラムバージョンが表示される。

sIF マイコンプログラムバージョンが 22 の場合

コード No.
および機能
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7b

定期点検

mモニタモード

定期点検状態が表示される。

s定期点検時間に到達していない場合

定期点検までの時間が表示
（左記の場合、1,134 時間後に定期点検発報）

s定期点検時間に到達した場合

「oVEr」が表示

mチェックモード

定期点検リセットを行う。

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

sコマンド選択（初期表示）　　　定期点検状態を表示

OR

↓ セットスイッチ長押し（0.5 秒）

sコマンド設定中

↓ セットスイッチ長押し（2 秒）

sコマンド選択に戻る（設定完了）　　　定期点検リセット　完了

リセットが完了する。

「End」表示は、他のコマンドに変更すると消える

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

s運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON

sコマンド反映 定期点検リセット　反映完了

操作方法・表示内容

・

コード No.
および機能操作方法・表示内容

78

メイン
マイコン

プログラム
バージョン

mモニタモード

メインマイコンプログラムバージョンが表示される。

sメインマイコンプログラムバージョンが 15 の場合

79

エンジン
マイコン

プログラム
バージョン

mモニタモード

エンジンマイコンプログラムバージョンが表示される。

sエンジンマイコンプログラムバージョンが 1 の場合

7A

IF マイコン
プログラム
バージョン

mモニタモード

IF マイコンプログラムバージョンが表示される。

sIF マイコンプログラムバージョンが 22 の場合

コード No.
および機能



操作方法・表示内容

80

EEPROM
ディップ

スイッチ 1

81

EEPROM
ディップ

スイッチ 2

82

EEPROM
ディップ

スイッチ 3

83

EEPROM
ディップ

スイッチ 4

84

EEPROM
ディップ

スイッチ 5

85

EEPROM
ディップ

スイッチ 6
（モニタ
モードのみ）

モニタモード

EEPROM ディップスイッチ 1 状態（コード No.80）・EEPROM ディップスイッチ 2 状態（コー

ド No.81）・EEPROM ディップスイッチ 3 状態（コード No.82）・EEPROM ディップスイッチ

4 状態（コード No.83）・EEPROM ディップスイッチ 5 状態（コード No.84）・EEPROM ディッ

プスイッチ 6 状態（コード No.85）が表示される。

EEPROM ディップスイッチ 3 状態：4 ピン ON の場合

 ピン状態
on：ON

oF：OFF

EEPROM ディップスイッチ 4 状態：1 ピン OFF の場合

チェックモード

EEPROM ディップスイッチの設定を 1 ピン毎に行う。

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

（例）EEPROM ディップスイッチ 1 の 5 ピン設定方法

コマンド選択（初期表示）　　　1 ピンの状態を表示

↓ 室内ユニット選択スイッチ 4 回 ON

コマンド選択　　　5 ピン選択

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

→ 
←

UP/DOWN スイッチによる ON/OFF 変更

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コード No.
および機能

※ 表示される EEPROM ディップスイッチの変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。
　スイッチを ON する毎に「1 ピン」→「2 ピン」→・・・→「8 ピン」→「1 ピン」→・・・
　のように切換わる。

6-106
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操作方法・表示内容

80

EEPROM
ディップ

スイッチ 1

81

EEPROM
ディップ

スイッチ 2

82

EEPROM
ディップ

スイッチ 3

83

EEPROM
ディップ

スイッチ 4

84

EEPROM
ディップ

スイッチ 5

85

EEPROM
ディップ

スイッチ 6
（モニタ
モードのみ）

モニタモード

EEPROM ディップスイッチ 1 状態（コード No.80）・EEPROM ディップスイッチ 2 状態（コー

ド No.81）・EEPROM ディップスイッチ 3 状態（コード No.82）・EEPROM ディップスイッチ

4 状態（コード No.83）・EEPROM ディップスイッチ 5 状態（コード No.84）・EEPROM ディッ

プスイッチ 6 状態（コード No.85）が表示される。

EEPROM ディップスイッチ 3 状態：4 ピン ON の場合

 ピン状態
on：ON

oF：OFF

EEPROM ディップスイッチ 4 状態：1 ピン OFF の場合

チェックモード

EEPROM ディップスイッチの設定を 1 ピン毎に行う。

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

（例）EEPROM ディップスイッチ 1 の 5 ピン設定方法

コマンド選択（初期表示）　　　1 ピンの状態を表示

↓ 室内ユニット選択スイッチ 4 回 ON

コマンド選択　　　5 ピン選択

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

→ 
←

UP/DOWN スイッチによる ON/OFF 変更

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コード No.
および機能

※ 表示される EEPROM ディップスイッチの変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。
　スイッチを ON する毎に「1 ピン」→「2 ピン」→・・・→「8 ピン」→「1 ピン」→・・・
　のように切換わる。

（続き）

80

81

82

83

84

85
（モニタ
モードのみ）

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　5 ピン設定　完了

。るすFFOをンピ５。るすNOをンピ５

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し ↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF ↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON ↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映 5 ピン設定　反映完了

98

Tc 設定値

99

Te 設定値

9c

暖房室内
SC

目標設定値

モニタモード

Tc（コード No.98）、Te（コード No.99）、暖房室内 SC 目標設定値（コード No.9c）が表示される。

（表示範囲：-20 ～ 60 ℃）

Tc 設定値が -1 ℃の場合

暖房室内 SC 目標設定値が 12 ℃の場合

暖房室内 SC 目標設定値が未設定の場合

操作方法・表示内容

・ ・

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

9A

暖房停止
室内ユニット
電子膨張弁
開度設定値

9b

暖房サーモ
OFF

室内ユニット
電子膨張弁
開度設定値

mモニタモード

s暖房停止室内ユニット電子膨張弁開度設定値が 110 step の場合

s暖房サーモ OFF 室内ユニット電子膨張弁開度設定値が 140 step の場合

s暖房サーモ OFF 室内ユニット電子膨張弁開度設定値が未設定の場合

9d

暖房ホット
スタート

高圧設定値

mモニタモード

暖房ホットスタート高圧設定値が表示される。（表示範囲：1.00 ～ 3.50 MPa）

s暖房ホットスタート高圧設定値が 2.86 MPa の場合

s暖房ホットスタート高圧設定値が未設定の場合

コード No.
および機能

暖房停止室内ユニット電子膨張弁開度設定値（コード No.9A）・暖房サーモ OFF 室内ユニット

電子膨張弁開度設定値（コード No.9b）が表示される。（表示範囲：0 ～ 250 step）
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操作方法・表示内容

b0 ～ b9

異常履歴
（最新～
9 回前）

モニタモード

異常履歴が表示される。

異常履歴 2（1 回前）の場合

交互表示

→
←

※ コード No. 対応表（コード No. 一覧表より抜粋）

容内歴履常異.oNドーコ

）新最（1歴履常異0b

）前回1（2歴履常異1b

）前回2（3歴履常異2b

）前回3（4歴履常異3b

）前回4（5歴履常異4b

）前回5（6歴履常異5b

）前回6（7歴履常異6b

）前回7（8歴履常異7b

）前回8（9歴履常異8b

）前回9（01歴履常異9b

c0

連結設置時
アドレス

モニタモード

連結設置時アドレスが表示される。

親室外ユニットの場合

連結設置時アドレス

0：親室外ユニット

1：子室外ユニット1

2：子室外ユニット2

c1

連結設置時
接続台数

（室外ユ
ニット台数）

モニタモード

連結設置時室外ユニット接続台数が表示される。
（親室外ユニットと子室外ユニットの台数合計　子室外ユニットがない場合は 1 と表示される）

子室外ユニット1 台の場合

d1

室内ユニット
接続台数

モニタモード

室内ユニット接続確認時に設定した同じ冷媒系統の室内ユニット接続台数が表示される。

室内ユニット台数が 27 台の場合

モ ニ タ コ ー ド 異常発生時エ ンジン運
転時間 （10 時間刻み）

異常メ イ ン コ ー ド 異常サブ コ ー ド

コード No.
および機能

操作方法・表示内容

9A

暖房停止
室内ユニット
電子膨張弁
開度設定値

9b

暖房サーモ
OFF

室内ユニット
電子膨張弁
開度設定値

mモニタモード

s暖房停止室内ユニット電子膨張弁開度設定値が 110 step の場合

s暖房サーモ OFF 室内ユニット電子膨張弁開度設定値が 140 step の場合

s暖房サーモ OFF 室内ユニット電子膨張弁開度設定値が未設定の場合

9d

暖房ホット
スタート

高圧設定値

mモニタモード

暖房ホットスタート高圧設定値が表示される。（表示範囲：1.00 ～ 3.50 MPa）

s暖房ホットスタート高圧設定値が 2.86 MPa の場合

s暖房ホットスタート高圧設定値が未設定の場合

コード No.
および機能

暖房停止室内ユニット電子膨張弁開度設定値（コード No.9A）・暖房サーモ OFF 室内ユニット

電子膨張弁開度設定値（コード No.9b）が表示される。（表示範囲：0 ～ 250 step）
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操作方法・表示内容

dc

遠隔監視
アドレス

mモニタモード

遠隔監視アドレスが表示される。

s遠隔監視アドレスが 25 の場合

mチェックモード

遠隔監視アドレスの強制設定を行う。（0 ～ 47 の範囲で設定可能）

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

遠隔監視アドレス設定方法

sコマンド選択（初期表示）

合場の）22→74（済定設スレドア合場の定設未スレドア

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

sコマンド設定中

定設制強定設動自

→
←

UP ＋ DOWN スイッチ同時 1 秒押しによる切換え

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移行）

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上り、桁下りあり）

↓
セットスイッチ ON

（全桁点滅へ移行）

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コード No.
および機能
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（続き）

dc

遠隔監視
アドレス

sコマンド選択に戻る（設定完了）　　　遠隔監視アドレス設定　完了

。るす了完が定設スレドア。るす了完が去消スレドア

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し ↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

s運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF ↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON ↓ 漏電ブレーカ ON

sコマンド反映 遠隔監視アドレス設定　反映完了

操作方法・表示内容

・ ・

コード No.
および機能

操作方法・表示内容

dc

遠隔監視
アドレス

mモニタモード

遠隔監視アドレスが表示される。

s遠隔監視アドレスが 25 の場合

mチェックモード

遠隔監視アドレスの強制設定を行う。（0 ～ 47 の範囲で設定可能）

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

遠隔監視アドレス設定方法

sコマンド選択（初期表示）

合場の）22→74（済定設スレドア合場の定設未スレドア

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

sコマンド設定中

定設制強定設動自

→
←

UP ＋ DOWN スイッチ同時 1 秒押しによる切換え

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移行）

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上り、桁下りあり）

↓
セットスイッチ ON

（全桁点滅へ移行）

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

EE

室内ユニット
膨張弁開度
強制設定

mモニタモード

室内ユニット膨張弁開度強制設定（コード No.EE）の設定状態が表示される。

s室内ユニットNo.13：160 step 設定中の場合

交互表示

→
←

s室内ユニットNo.6：自動の場合

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に室内ユニット

登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順が最初の室内ユニットに戻る。

mコマンドモード

室内ユニット膨張弁開度の強制設定 / 解除を行う。

（例）

sコマンド選択（初期表示）　　　室内ユニットNo.0 の設定状態を表示

交互表示

→
←

↓ 室内ユニット選択スイッチにより室内ユニットを選択

sコマンド選択　　　室内ユニットNo.46 を選択

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に

室内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は全室内ユ

ニット選択に移行し、全室内ユニット選択の場合は登録順が最初の室内ユニットに戻る。

交互表示

→
←

※ この後も、LED6・5 はコード No. と室内ユニットNo. を交互に表示するが、図では

コード No.を表示する。

↓ セットスイッチ ON

全室内ユニット選択表示

コード No.
および機能

室内ユニットNo.46の室内ユニット膨張弁開度設定方法

【全室内ユニット選択の場合の表示】
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（続き）

EE

室内ユニット
膨張弁開度
強制設定

sコマンド設定中（自動）

合場の）pets 114⇒492（定設制強合場るす定設に動自

→
←

UP ＋ DOWN スイッチ同時 1 秒押しによる切換え

↓
点滅データの UP/DOWN
スイッチによる変更

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移動）

↓
点滅データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上がり、桁下がりあり）

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移動）

↓
点滅データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上がり、桁下がりあり）

↓
セットスイッチ ON

（全桁点滅へ移動）

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

sコマンド選択に戻る（設定完了）　　　膨張弁開度設定　完了

。るす了完が定設制強。るす了完が定設動自

※ 室内ユニット膨張弁の強制設定は、10 分で自動的に解除される。

操作方法・表示内容
コード No.
および機能

操作方法・表示内容

EE

室内ユニット
膨張弁開度
強制設定

mモニタモード

室内ユニット膨張弁開度強制設定（コード No.EE）の設定状態が表示される。

s室内ユニットNo.13：160 step 設定中の場合

交互表示

→
←

s室内ユニットNo.6：自動の場合

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に室内ユニット

登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順が最初の室内ユニットに戻る。

mコマンドモード

室内ユニット膨張弁開度の強制設定 / 解除を行う。

（例）

sコマンド選択（初期表示）　　　室内ユニットNo.0 の設定状態を表示

交互表示

→
←

↓ 室内ユニット選択スイッチにより室内ユニットを選択

sコマンド選択　　　室内ユニットNo.46 を選択

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に

室内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は全室内ユ

ニット選択に移行し、全室内ユニット選択の場合は登録順が最初の室内ユニットに戻る。

交互表示

→
←

※ この後も、LED6・5 はコード No. と室内ユニットNo. を交互に表示するが、図では

コード No.を表示する。

↓ セットスイッチ ON

全室内ユニット選択表示

コード No.
および機能

室内ユニットNo.46の室内ユニット膨張弁開度設定方法

【全室内ユニット選択の場合の表示】
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F8

膨張弁
実開度

モニタモード

室内ユニット膨張弁実開度が表示される。

室内ユニットNo.3：470 step の場合

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に
室内ユニット登録順が 1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順
が最初の室内ユニットに戻る。

室内ユニット

操作方法・表示内容

Fb

室内ユニッ
ト容量

モニタモード

室内ユニット容量が表示される。

室内ユニットNo.55：28.0 kW の場合

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に室
内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順が最
初の室内ユニットに戻る。

F7
室内ユニット
熱交中間温度

Fc
室内ユニット
熱交ガス管温度

Fd
室内ユニット
熱交液管温度

FE
室内ユニット
吸込温度

モニタモード

室内ユニットNo.91：室内ユニット熱交ガス管温度が -3 ℃の場合

交互表示

→
←

室内ユニットNo.7：室内ユニット吸込温度が 24 ℃の場合

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に

室内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順

が最初の室内ユニットに戻る。

コード No.
および機能

室内ユニット熱交中間温度（コード No.F7）、室内ユニット熱交ガス管温度（コード No.Fc）、

室内ユニット熱交液管温度（コード No.Fd）室内ユニット吸込温度（コード No.FE）の状態が

表示される。
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操作方法・表示内容

FF

室内ユニット
運転状態 /
個別運転
設定

モニタモード

室内ユニット運転状態が表示される。

室内ユニットNo.14：冷房温調中、設定温度 27 ℃の場合

交互表示

→
←

温調表示

 o：温調中

 ＿：温調要求中

空白：温調要求なし

運転モード

C：冷房

H：暖房

d：ドライ

F：送風

S：停止

設定温度

C の時：設定温度

H の時：設定温度

d の時：設定温度

F の時：－－

S の時：－－

試運転（運転モードと設定温度のエリアに表示）

 Ｈｃｒ：暖房試運転中

 Ｃｃｒ：冷房試運転中

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に

※ 室内ユニットの接続状況により、
　 室内ユニットNo.が飛ぶ場合あり。

室内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順
が最初の室内ユニットに戻る。

コマンドモード

室内ユニットの運転設定を行う。

室内ユニット選択方法

※ 設定室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に
室内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順
が最初の室内ユニットに戻る。

コマンド選択（初期表示）

室内ユニットNo.25運転停止中の場合

交互表示

→
←

↓室内ユニット選択スイッチ ON　

・
・
・

全室内ユニット選択の場合

温調
運転モード

設定温度 温調
運転モード

設定温度

コード No.
および機能

F8

膨張弁
実開度

モニタモード

室内ユニット膨張弁実開度が表示される。

室内ユニットNo.3：470 step の場合

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に
室内ユニット登録順が 1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順
が最初の室内ユニットに戻る。

室内ユニット

操作方法・表示内容

Fb

室内ユニッ
ト容量

モニタモード

室内ユニット容量が表示される。

室内ユニットNo.55：28.0 kW の場合

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に室
内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順が最
初の室内ユニットに戻る。

F7
室内ユニット
熱交中間温度

Fc
室内ユニット
熱交ガス管温度

Fd
室内ユニット
熱交液管温度

FE
室内ユニット
吸込温度

モニタモード

室内ユニットNo.91：室内ユニット熱交ガス管温度が -3 ℃の場合

交互表示

→
←

室内ユニットNo.7：室内ユニット吸込温度が 24 ℃の場合

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に

室内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順

が最初の室内ユニットに戻る。

コード No.
および機能

室内ユニット熱交中間温度（コード No.F7）、室内ユニット熱交ガス管温度（コード No.Fc）、

室内ユニット熱交液管温度（コード No.Fd）室内ユニット吸込温度（コード No.FE）の状態が

表示される。
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（続き）

FF

室内ユニット
運転状態 /
個別運転
設定

室内ユニット運転設定方法

コマンド選択（初期表示）

室内ユニットNo. 3 運転停止中　⇒　冷房 27 ℃運転の場合

交互表示

→
←

↓ セットスイッチ ON

※ この後も、LED6・5 はコード No. と室内ユニットNo. を交互に表示するが、図ではコー

ド No.を表示する。

コマンド設定中（運転モード設定） 運転モード

C：冷房

H：暖房

d：ドライ

F：送風

S：停止

設定温度

C の時：設定温度

H の時：設定温度

d の時：設定温度

F の時：－－

S の時：－－

↓ UP/DOWN スイッチによるモード切換え

運転モードは下記のように切換わる

S ⇒ F ⇒ d ⇒ C ⇒ H（UP スイッチ）

H ⇒ C ⇒ d ⇒ F ⇒ S（DOWN スイッチ）

↓ セットスイッチ ON

コマンド選択中（設定温度設定） ※ S（停止）/F（送風）の場合は、設定温度設定を

飛ばして設定確認へ移行する

↓ UP/DOWN スイッチによる設定温度切換え

設定温度は下記のように切換わる

18・・⇒・・30 ⇒ ｃｒ（UP スイッチ）
ｃｒ ⇒ 30・・⇒・・18（DOWN スイッチ）

（設定温度の変更は、S（停止）/F（送風）では不可）
（ｃｒ（試運転）は、Ｃ（冷房）/Ｈ（暖房）のみ可）

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中（設定確認）

↓ セットスイッチ ON

コマンド選択（設定完了）　　　

冷房 27 ℃運転を開始する。

操作方法・表示内容

運転モード 設定温度

コード No.
および機能

室内ユニット運転設定　 完了
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8) スーパーリンクモードの操作方法・表示内容
スーパーリンクモードは、スーパーリンク状態の確認・複数系統自動アドレス設定および室内ユニットア

ドレスの消去に使用する。

スーパーリンクモードにおいてのコード No. 選択後のコード No. 毎の操作を以下に示す。

操作方法・表示内容

P30

スーパー
リンク

通信状態

表示方法

sUP/DOWN スイッチで「P30」を選択し、スーパーリンク通信状態（新バージョン / 旧バー

ジョン）を表示する。

0：旧バージョン

1：新バージョン

P31

P32

P33

P34

複数系統
自動

アドレス

操作方法

s複数系統自動アドレスの開始

UP/DOWN スイッチで「P31」を選択

0：停止　複数系統

1：開始　自動アドレス

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

0（停止）が点滅する

↓ UP スイッチで開始（1）に変更

1（開始）が点滅する
クリアスイッチ

で戻る

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

複数系統自動アドレス開始
1（開始）が点灯する

2 秒経過後、自動的に P32 設定中に移行する

開始アドレス記憶値
（図では 0）表示

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

開始アドレス（図では 0）が
点滅する

↓ UP/DOWN スイッチで開始アドレスを任意の値に変更

開始アドレス（変更後）が
点滅する
0 ～「128- 接続台数記憶値」

の間で設定可能

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

コード No.
および機能

（続き）

FF

室内ユニット
運転状態 /
個別運転
設定

室内ユニット運転設定方法

コマンド選択（初期表示）

室内ユニットNo. 3 運転停止中　⇒　冷房 27 ℃運転の場合

交互表示

→
←

↓ セットスイッチ ON

※ この後も、LED6・5 はコード No. と室内ユニットNo. を交互に表示するが、図ではコー

ド No.を表示する。

コマンド設定中（運転モード設定） 運転モード

C：冷房

H：暖房

d：ドライ

F：送風

S：停止

設定温度

C の時：設定温度

H の時：設定温度

d の時：設定温度

F の時：－－

S の時：－－

↓ UP/DOWN スイッチによるモード切換え

運転モードは下記のように切換わる

S ⇒ F ⇒ d ⇒ C ⇒ H（UP スイッチ）

H ⇒ C ⇒ d ⇒ F ⇒ S（DOWN スイッチ）

↓ セットスイッチ ON

コマンド選択中（設定温度設定） ※ S（停止）/F（送風）の場合は、設定温度設定を

飛ばして設定確認へ移行する

↓ UP/DOWN スイッチによる設定温度切換え

設定温度は下記のように切換わる

18・・⇒・・30 ⇒ ｃｒ（UP スイッチ）
ｃｒ ⇒ 30・・⇒・・18（DOWN スイッチ）

（設定温度の変更は、S（停止）/F（送風）では不可）
（ｃｒ（試運転）は、Ｃ（冷房）/Ｈ（暖房）のみ可）

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中（設定確認）

↓ セットスイッチ ON

コマンド選択（設定完了）　　　

冷房 27 ℃運転を開始する。

操作方法・表示内容

運転モード 設定温度

コード No.
および機能

室内ユニット運転設定　 完了
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（続き）

P31

P32

P33

P34

複数系統
自動

アドレス

開始アドレス設定完了
開始アドレス（変更後）が

点灯する

2 秒経過後、自動的に P33 設定中に移行する

接続台数記憶値（図では 1）
表示

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

接続台数（図では 1）が
点滅する

↓ UP/DOWN スイッチで接続台数を任意の値に変更

接続台数（変更後）が点滅
する
1 ～「128- 開始アドレス記

憶値」の間、または最大接続

台数まで設定可能

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

接続台数設定完了
接続台数（変更後）が点灯する

↓ 2 秒経過

複数系統自動アドレスを開始する
（接続確認済台数表示に移行）

接続確認済台数点滅表示（図では 0 台）

s複数系統自動アドレス中の操作 / 表示

室内ユニット選択スイッチで切換え

接続台数表示

自動アドレス進行状態表示

接続確認済台数（図では 2 台）が点滅する

→
←

↓↑ UP/DOWN スイッチで切換え

開始アドレス表示

→
←

↓
設定通り室内ユニット
アドレス付番

室内ユニットアドレス確定

↓↑ 室内ユニット選択スイッチで切換え

操作方法・表示内容
コード No.
および機能



操作方法・表示内容

（続き）

P31

P32

P33

P34

複数系統
自動

アドレス

極性確定

0：未設定

1：極性確定送信

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

0（未設定）が点滅する

↓ UP スイッチで極性確定送信（1）に変更

1（極性確定送信）が点滅する

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

極性確定送信
1（極性確定送信）が点灯する

↓ 2 秒経過

極性が確定したら、複数系統自動アドレスを
終了する

セットスイッチ 1 秒 ON、または表示後 3 分経過した場合、「2. 室内外ユニット接続確認中」に

コード No.
および機能

移行
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（続き）

P31

P32

P33

P34

複数系統
自動

アドレス

開始アドレス設定完了
開始アドレス（変更後）が

点灯する

2 秒経過後、自動的に P33 設定中に移行する

接続台数記憶値（図では 1）
表示

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

接続台数（図では 1）が
点滅する

↓ UP/DOWN スイッチで接続台数を任意の値に変更

接続台数（変更後）が点滅
する
1 ～「128- 開始アドレス記

憶値」の間、または最大接続

台数まで設定可能

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

接続台数設定完了
接続台数（変更後）が点灯する

↓ 2 秒経過

複数系統自動アドレスを開始する
（接続確認済台数表示に移行）

接続確認済台数点滅表示（図では 0 台）

s複数系統自動アドレス中の操作 / 表示

室内ユニット選択スイッチで切換え

接続台数表示

自動アドレス進行状態表示

接続確認済台数（図では 2 台）が点滅する

→
←

↓↑ UP/DOWN スイッチで切換え

開始アドレス表示

→
←

↓
設定通り室内ユニット
アドレス付番

室内ユニットアドレス確定

↓↑ 室内ユニット選択スイッチで切換え

操作方法・表示内容
コード No.
および機能



操作方法・表示内容

P35

P36

室内ユニット
アドレス

消去

操作方法

sUP/DOWN スイッチで「P36」を選択

0：消去禁止

1：登録室内ユニット消去可

2：全室内ユニット消去可

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

0（消去禁止）が点滅する

↓ UP/DOWN スイッチで消去可（1 または 2）に変更

1 または 2（消去可）が点滅
する

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

1 または 2（消去可）が点灯する
（P36：消去可　確定）

2 秒経過後、自動的に P35 設定中に移行する

0：消去禁止

1：登録室内ユニット消去命令

2：全室内ユニット消去命令

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

0（消去禁止）が点滅する

↓ UP/DOWN スイッチで消去命令（1 または 2）に変更

1 または 2（消去命令）が
点滅する

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 3 秒 ON

1 または 2（消去命令）が 20 秒点灯して、
アドレス消去を行う

※ この時、P36 との設定がアンマッチの場合は以下の表示となり、アドレス消去は出来ない。

「no」が点滅する

n設定アンマッチとは以下の状態を示す

sP36 で 1 または 2（消去可）未設定の場合

sP36 での設定値と P35 での設定値が違う場合

※P35 で 0（消去禁止）を設定した場合は、P36 での設定値も 0 に戻る。

コード No.
および機能

6-120
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操作方法・表示内容

P35

P36

室内ユニット
アドレス

消去

操作方法

sUP/DOWN スイッチで「P36」を選択

0：消去禁止

1：登録室内ユニット消去可

2：全室内ユニット消去可

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

0（消去禁止）が点滅する

↓ UP/DOWN スイッチで消去可（1 または 2）に変更

1 または 2（消去可）が点滅
する

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

1 または 2（消去可）が点灯する
（P36：消去可　確定）

2 秒経過後、自動的に P35 設定中に移行する

0：消去禁止

1：登録室内ユニット消去命令

2：全室内ユニット消去命令

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

0（消去禁止）が点滅する

↓ UP/DOWN スイッチで消去命令（1 または 2）に変更

1 または 2（消去命令）が
点滅する

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 3 秒 ON

1 または 2（消去命令）が 20 秒点灯して、
アドレス消去を行う

※ この時、P36 との設定がアンマッチの場合は以下の表示となり、アドレス消去は出来ない。

「no」が点滅する

n設定アンマッチとは以下の状態を示す

sP36 で 1 または 2（消去可）未設定の場合

sP36 での設定値と P35 での設定値が違う場合

※P35 で 0（消去禁止）を設定した場合は、P36 での設定値も 0 に戻る。

コード No.
および機能 7. 保護装置

図 1.　エンジン周辺

正面側

エンジン油圧スイッチ
水温センサ

背面側

エンジン回転センサ

オイルレベルスイッチ



図 2.　冷媒系

アキュムレータ出口温度センサ

室外ユニット液管温度センサ

側面パネル側

（リニューアル対応機のみ）

高圧スイッチ 3

低圧センサ

高圧センサ 2

高圧センサ 1

高圧スイッチ 1

室外ユニット熱交液温度センサ

サブ熱交出口温度センサ

室外ユニット熱交ガス温度センサ

圧縮機吐出温度センサ

圧縮機吸入温度センサ

エ ンジン側

（リニューアル対応機のみ）
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図 3.　制御ボックス内

図 4.　上面図

拡大

漏電ブレーカ

ラジエータキャップ

エンジンルーム温度センサ

（1F 天板に取付け）

外気温度センサ

6-123



6-124

8. 運転データ標準値
・P2243 形

・P2803 形

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 1470 1000 1440 800 2100

圧縮機台数  － 1 1 1 1 1

圧縮機吸入圧力  MPa 0.88 1.08 0.70 1.28 0.57

圧縮機吸入温度  ℃ 13 21 7 25 0

圧縮機吐出圧力  MPa 2.99 3.20 2.58 2.57 2.96

圧縮機吐出温度  ℃ 69 78 63 61 78

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 115 115 82

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 75 75 103

過冷却調整弁開度 step 110 110 98 98 120

容量調整弁開度 step 40 40 40 2000 40

001－501－911pets度開弁RCO

エンジン冷却水温度 ℃ 71 87 62 62 63

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 2130 1000 1890 800 2110

圧縮機台数  － 1 1 1 1 1

圧縮機吸入圧力  MPa 0.79 1.18 0.68 1.22 0.60

圧縮機吸入温度  ℃ 10 24 7 23 3

圧縮機吐出圧力  MPa 2.97 3.20 2.73 2.43 2.64

圧縮機吐出温度  ℃ 72 77 69 59 69

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 125 125 85

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 93 93 132

過冷却調整弁開度 step 128 128 103 103 120

容量調整弁開度 step 40 60 40 293 40

021－121－641pets度開弁RCO

エンジン冷却水温度 ℃ 74 77 62 62 64
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・P3553 形

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 2290 1050 2440 850 2790

圧縮機台数  － 2 1 2 1 2

圧縮機吸入圧力  MPa 0.92 1.22 0.61 1.20 0.58

圧縮機吸入温度  ℃ 15 25 3 25 2

圧縮機吐出圧力  MPa 2.87 3.20 2.38 2.43 2.32

圧縮機吐出温度  ℃ 68 76 61 61 64

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 131 131 93

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 104 104 155

過冷却調整弁開度 step 152 152 106 106 125

FFOFFOFFOFFOFFO－1弁磁電量容

FFOFFOFFOFFOFFO－2弁磁電量容

681－361－702pets度開弁RCO

エンジン冷却水温度 ℃ 74 77 62 62 66

8. 運転データ標準値
・P2243 形

・P2803 形

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 1470 1000 1440 800 2100

圧縮機台数  － 1 1 1 1 1

圧縮機吸入圧力  MPa 0.88 1.08 0.70 1.28 0.57

圧縮機吸入温度  ℃ 13 21 7 25 0

圧縮機吐出圧力  MPa 2.99 3.20 2.58 2.57 2.96

圧縮機吐出温度  ℃ 69 78 63 61 78

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 115 115 82

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 75 75 103

過冷却調整弁開度 step 110 110 98 98 120

容量調整弁開度 step 40 40 40 2000 40

001－501－911pets度開弁RCO

エンジン冷却水温度 ℃ 71 87 62 62 63

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 2130 1000 1890 800 2110

圧縮機台数  － 1 1 1 1 1

圧縮機吸入圧力  MPa 0.79 1.18 0.68 1.22 0.60

圧縮機吸入温度  ℃ 10 24 7 23 3

圧縮機吐出圧力  MPa 2.97 3.20 2.73 2.43 2.64

圧縮機吐出温度  ℃ 72 77 69 59 69

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 125 125 85

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 93 93 132

過冷却調整弁開度 step 128 128 103 103 120

容量調整弁開度 step 40 60 40 293 40

021－121－641pets度開弁RCO

エンジン冷却水温度 ℃ 74 77 62 62 64
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1.エンジン系
n圧縮系

n点火系

n燃料系

nエンジンオイル

n電気抵抗値

考備値準基目項

コンプレッション
上以aPM 4.1筒気各

aPM 1.1度限

バルブクリアランス
温間 0.35 ± 0.05 mm

冷間 0.25 ± 0.05 mm

項目 基準値 備考

点火タイミング 17 ± 3°/1,200 min-1

点火プラグ電極スキマ 0.4 ～ 1.0 mm

点火プラグ締付けトルク 20 ～ 30 N・m

項目 基準値 備考

空燃比（O2 計） 13 A・プロパン 3 ～ 10 ％/2,400 min-1

燃料ガス圧力
aPk 5.2～0.1A 31

プロパン 2.0 ～ 3.3 kPa

項目 基準値 備考

種類 ガスエンジンオイル FL-10000G

基本封入量 30 L（B レベル -10 ～ 0 mm）

エンジンオイル油圧 150 ～ 500 kPa（1,800 min-1 時）

項目 基準値 備考

高圧コード

#1 5.7 ± 2.2 kΩ

#2 4.6 ± 1.8 kΩ

#3 3.5 ± 1.3 kΩ

エンジンスロットル弁
コネクタ

[1]( 白 )-[2]( 茶 )
[2]( 茶 )-[3]( 橙 )
[4]( 黄 )-[5]( 赤 )
[5]( 赤 )-[6]( 青 )

120 Ω（25 ℃）

[1]( 白 )-[3]( 橙 )
[4]( 黄 )-[6]( 青 )

240 Ω（25 ℃）

エンジン油圧スイッチ 1 Ω 以下、1 MΩ 以上

オイルレベルスイッチ 1 Ω 以下、1 MΩ 以上

ガス電磁弁 1、2 21 Ω

スタータ 0.01 Ω（20 ℃）

スタータピニオンコイル 0.24 Ω（20 ℃）

燃料ガス調整弁
コネクタ

[1]( 白 )-[2]( 茶 )
[2]( 茶 )-[4]( 橙 )
[5]( 黄 )-[7]( 赤 )
[7]( 赤 )-[8]( 青 )

120 Ω（25 ℃）

[1]( 白 )-[4]( 橙 )
[5]( 黄 )-[8]( 青 )

240 Ω（25 ℃）

1 2 3
4 5 6

1 2 3 4
5 6 7 8
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1.エンジン系
n圧縮系

n点火系

n燃料系

nエンジンオイル

n電気抵抗値

考備値準基目項

コンプレッション
上以aPM 4.1筒気各

aPM 1.1度限

バルブクリアランス
温間 0.35 ± 0.05 mm

冷間 0.25 ± 0.05 mm

項目 基準値 備考

点火タイミング 17 ± 3°/1,200 min-1

点火プラグ電極スキマ 0.4 ～ 1.0 mm

点火プラグ締付けトルク 20 ～ 30 N・m

項目 基準値 備考

空燃比（O2 計） 13 A・プロパン 3 ～ 10 ％/2,400 min-1

燃料ガス圧力
aPk 5.2～0.1A 31

プロパン 2.0 ～ 3.3 kPa

項目 基準値 備考

種類 ガスエンジンオイル FL-10000G

基本封入量 30 L（B レベル -10 ～ 0 mm）

エンジンオイル油圧 150 ～ 500 kPa（1,800 min-1 時）

項目 基準値 備考

高圧コード

#1 5.7 ± 2.2 kΩ

#2 4.6 ± 1.8 kΩ

#3 3.5 ± 1.3 kΩ

エンジンスロットル弁
コネクタ

[1]( 白 )-[2]( 茶 )
[2]( 茶 )-[3]( 橙 )
[4]( 黄 )-[5]( 赤 )
[5]( 赤 )-[6]( 青 )

120 Ω（25 ℃）

[1]( 白 )-[3]( 橙 )
[4]( 黄 )-[6]( 青 )

240 Ω（25 ℃）

エンジン油圧スイッチ 1 Ω 以下、1 MΩ 以上

オイルレベルスイッチ 1 Ω 以下、1 MΩ 以上

ガス電磁弁 1、2 21 Ω

スタータ 0.01 Ω（20 ℃）

スタータピニオンコイル 0.24 Ω（20 ℃）

燃料ガス調整弁
コネクタ

[1]( 白 )-[2]( 茶 )
[2]( 茶 )-[4]( 橙 )
[5]( 黄 )-[7]( 赤 )
[7]( 赤 )-[8]( 青 )

120 Ω（25 ℃）

[1]( 白 )-[4]( 橙 )
[5]( 黄 )-[8]( 青 )

240 Ω（25 ℃）

1 2 3
4 5 6

1 2 3 4
5 6 7 8
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n圧縮機ベルト張力

※1．ベルト張力は、音波式ベルトテンションゲージで測定してください。

エンジン回転センサ 1,100 ± 150 Ω（20 ℃）

ルイコ次１Ω 8.2ルイコンョシッニグイ

Ω 338ターヒンパルイオンジンエ

ヒータキット装着機
のみ排気ドレンヒータ

基板上（合成値） 421 Ω

ドレンフィルタ 833 Ω

ドレンホース 851 Ω

考備値準基目項

項目 調整基準値 備考

ベルト交換時
P2243、P2803 形 700 ～ 900 N

※1
P3553 形 1,000 ～ 1,200 N

ベルト点検時・
再利用時

P2243、P2803 形 560 ～ 720 N

P3553 形 800 ～ 960 N

音波式ベルトテンションゲージ設定値

単位質量

【素材】EPDM
【ベルト色】黒字に白文字

17 g / リブ・m

【素材】CR
【ベルト色】上記以外

20 g / リブ・m

リブ数 8 本

スパン長さ 200 mm 212 mm

P2243 形 P2803 形 P3553 形
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2.冷媒系
項目 基準値 備考

室内ユニット温度差
（吸込み - 吹出し）

冷房時 ΔＴ ＝ 10 ～ 15 ℃ 環境条件・室内ユニット
などにより多少差が出ます。
目安としてください。暖房時 ΔＴ ＝ 15 ～ 20 ℃

冷媒配管長と
高低差

配管長（相当長 / 実長） 190/165 ｍ

高低差
室外ユニットが上 50 ｍ

室外ユニットが下 40 ｍ

冷媒配管サイズ

液管
P2243、P2803 形 Φ9.5 mm　

（ロウ付け）

P3553 形 Φ12.7 mm　

ガス管

P2243 形 Φ19.1 mm　

P2803 形 Φ22.2 mm　

P3553 形 Φ28.6 mm　

フレアナット締付
トルク

外径呼び径

6.35 mm 14 ～ 18 N・m

9.52 mm 34 ～ 42 N・m

12.70 mm 49 ～ 61 N・m

15.88 mm 68 ～ 82 N・m

19.05 mm 100 ～ 120 N・m

室外ユニット熱交液流量調整弁抵抗値

サブ熱交換器液流量調整弁抵抗値

コネクタ [ 赤 ]-[ 白 ]
[ 赤 ]-[ 橙 ]
[ 赤 ]-[ 黄 ]
[ 赤 ]-[ 青 ]

46 ± 4 Ω

コネクタ [ 白 ]-[ 橙 ]
[ 黄 ]-[ 青 ]

92 ± 8 Ω

高圧スイッチ 1、3 抵抗値 1 Ω 以下、1 MΩ 以上
3：リニューアル対応機

のみ

過冷却調整弁抵抗値

オイルバイパス調整弁抵抗値

コネクタ [ 赤 ]-[ 白 ]
[ 赤 ]-[ 橙 ]
[ 茶 ]-[ 黄 ]
[ 茶 ]-[ 青 ]

46 ± 4 Ω

コネクタ [ 白 ]-[ 橙 ]
[ 黄 ]-[ 青 ]

92 ± 8 Ω

ホットガスバイパス弁抵抗値 1,050 Ω

四方切換弁抵抗値 950 Ω

圧縮機ヒータ抵抗値 1.67 kΩ ± 7 %

容量調整弁抵抗値

コネクタ [ 赤 ]-[ 白 ]
[ 赤 ]-[ 橙 ]
[ 赤 ]-[ 黄 ]
[ 赤 ]-[ 青 ]

200 Ω ± 10 ％

P2243、P2803 形のみ

コネクタ [ 白 ]-[ 橙 ]
[ 黄 ]-[ 青 ]

400 Ω ± 20 ％

容量電磁弁抵抗値 1,050 Ω P3553 形のみ

冷凍機油

種類 NL10

基本封入量
P2243、P2803 形 3Ｌ ※ 施工時の冷凍機油の

追加補充は不要P3553 形 4Ｌ
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※1．冷媒系統修理時の冷媒追加補充量（下記にて算出）

※2．α の値は、以下の表に従ってください。

冷媒系統修理時の
冷凍機油追加

補充量

冷媒ポンプダウン時 0 cm3
吐出配管・膨張弁・ド
ライヤフィルタなど交
換部品に冷凍機油が溜
まらない物を交換した
場合

mc 004時収回媒冷 3

冷媒ガス回収時 400 cm3

圧縮機（ドライヤフィ
ルタを含む）を交換し
た場合、別途圧縮機
本体に冷凍機油の封入
が必要（詳細は5-33
ページ以降参照）

アキュムレータを交換した場合 1,000 cm3

他複数の部品と一緒に
交換した場合、各補充
量を加算して補充する

オイルセパレータを交換した場合 2,000 cm3

その他の部品を交換した場合
（圧縮機を除く）

実測

冷媒ガス

Ａ014Ｒ類種

基本封入量
P2243、P2803 形 11.0 ㎏

P3553 形 11.5 ㎏

1※量充補加追媒冷の時理修統系媒冷

考備値準基目項

補充量（kg）

＝（l1×0.353）＋（l2×0.250）＋（l3×0.170）＋（l4×0.110）＋（l5×0.054）

＋（l6×0.022）＋ α ※2

l1 ＝液管 Φ22.22 mm の合計の長さ（m）

l2 ＝液管 Φ19.05 mm の合計の長さ（m）

l3 ＝液管 Φ15.88 mm の合計の長さ（m）

l4 ＝液管 Φ12.70 mm の合計の長さ（m）

l5 ＝液管 Φ9.52 mm の合計の長さ（m）

l6 ＝液管 Φ6.35 mm の合計の長さ（m）

室内ユニット接続合計台数 α の値（kg）

0台1

2 台以上 1
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3.冷却水系
項目 基準値 備考

サーモスタット
バルブ

60 ℃開弁

開き初め 60 ℃

全開 73 ℃

リフト量 8.5 mm

70 ℃開弁

開き初め 70 ℃

全開 83 ℃

リフト量 8.5 mm

冷却水

種類 三菱重工 GHP 純正クーラント

緑色

封入量 15 L リザーブタンク含む

体積濃度

標準
50 vol％

（冷却水：0.55、水：0.45）
-20 ℃不凍液

寒冷地仕様
65 vol％

（冷却水：0.7、水：0.3）
-35 ℃不凍液

冷却水強化剤
種類 GHPクーラント強化剤

規定追加量 300 ～ 350 cm3

ウォータポンプ 抵抗値 16 ～ 25 Ω
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3.冷却水系
項目 基準値 備考

サーモスタット
バルブ

60 ℃開弁
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種類 GHPクーラント強化剤

規定追加量 300 ～ 350 cm3

ウォータポンプ 抵抗値 16 ～ 25 Ω

4.サーミスタ特性
室外ユニット

水温センサ抵抗値 温度 基準値

50 ℃ 17.6 kΩ

80 ℃ 6.1 kΩ

100 ℃ 3.3 kΩ

110 ℃ 2.5 kΩ

外気温度センサ抵抗値

エンジンルーム温度センサ抵抗値

室外ユニット熱交液温度センサ抵抗値

室外ユニット熱交ガス温度センサ抵抗値

サブ熱交出口温度センサ抵抗値

室外ユニット液管温度センサ抵抗値

圧縮機吸入温度センサ抵抗値

アキュムレータ出口温度センサ抵抗値

温度 基準値

-10 ℃ 23.95 kΩ

0 ℃ 15.00 kΩ

10 ℃ 9.69 kΩ

20 ℃ 6.43 kΩ

30 ℃ 4.37 kΩ

40 ℃ 3.04 kΩ

50 ℃ 2.16 kΩ

60 ℃ 1.56 kΩ

70 ℃ 1.15 kΩ

80 ℃ 0.86 kΩ

90 ℃ 0.65 kΩ

100 ℃ 0.50 kΩ

圧縮機吐出温度センサ抵抗値 温度 基準値

0 ℃ 182.9 kΩ

20 ℃ 70.4 kΩ

50 ℃ 20.2 kΩ

80 ℃ 7.0 kΩ

100 ℃ 3.7 kΩ

120 ℃ 2.1 kΩ

排気温度センサ抵抗値

（臭気低減キット装着機のみ）

温度 基準値

200 ℃ 371.1 kΩ

300 ℃ 52.6 kΩ

400 ℃ 11.5 kΩ

500 ℃ 3.53 kΩ

600 ℃ 1.38 kΩ

700 ℃ 0.64 kΩ

800 ℃ 0.34 kΩ

7-7



●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

2016ガスヒートポンプエアコン
テクニカルマニュアル

〒452-8561　愛知県清須市西枇杷島町旭三丁目1番地

〒108-0023　東京都港区芝浦2-11-5

　　　　　　　　 冷熱事業部三菱重工業株式会社
三菱重工冷熱株式会社

４‐485 ‐１‐Ｄ
’16 ‐ 6 発  行

記　載　形　式

室外ユニット

◯ビル用マルチ
　・標準仕様,寒冷地仕様,プロパン仕様
　 GCP2243MP1, MPY1
　 GCP2803MP1, MPY1
　 GCP3553MP1, MPY1
　・標準仕様,寒冷地仕様,都市ガス仕様
　 GCP2243MT1, MTY1
　 GCP2803MT1, MTY1
　 GCP3553MT1, MTY1
　・臭気低減仕様,都市ガス仕様
　 GCCP2243MT1
　 GCCP2803MT1
　 GCCP3553MT1

【リニューアル対応】
◯ビル用マルチ
　・標準仕様,寒冷地仕様,プロパン仕様
　 GCRP2243MP1, MPY1
　 GCRP2803MP1, MPY1
　 GCRP3553MP1, MPY1
　・標準仕様,寒冷地仕様,都市ガス仕様
　 GCRP2243MT1, MTY1
　 GCRP2803MT1, MTY1
　 GCRP3553MT1, MTY1
　・臭気低減仕様,都市ガス仕様
　 GCCRP2243MT1
　 GCCRP2803MT1
　 GCCRP3553MT1




